
災
害
レ
ベ
ル
に
達
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
医
療

危
機
が
迫
り
、
国
民
の
安
心
・
安
全
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
緊

急
事
態
宣
言
の
下
で
も
、
オ
リ
・
パ
ラ
開
催
に
固
執
し
た
菅
自

公
政
権
、
小
池
都
知
事
の
失
政
の
結
果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
間

近
に
迫
っ
た
総
選
挙
。
日
本
共
産
党
は
「
政
治
を
変
え
た
い
」

の
願
い
に
、
「
市
民
と
野
党
の
共
同
で
政
権
交
代
を
！
」
と
訴

え
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

流
山
市
９
月
議
会
で
は
、
Ｒ
２
年
度
決
算
を
審
議
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
克
服
す
る
た
め
の
市
の
取
り
組
み
や
税

金
の
使
い
方
に
つ
い
て
総
括
と
チ
ェ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

医
療
現
場
の
大
奮
闘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
で
も
重
症
者
や

死
者
が
増
加
。
日
本
共
産
党
は
、
い
の
ち
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
①
臨
時
の
医
療
施
設
の
開
設
、
②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
大
規
模
検
査

の
実
施
な
ど
を
緊
急
提
案
し
、
当
局
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

９
月
９
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①

旭
川
市
内
で
の
中
学
女
子
生
徒
い
じ
め
凍
死
事
件
に
お
い

て
、
中
学
教
頭
の
発
言
が
注
目
さ
れ
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

２
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
対
策
本
部
設
置
か

ら
１
年
半
余
が
経
過
す
る
が
、
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
今
冬
の
見
通
し
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

②

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
に
つ
い
て
。
接
種
を

希
望
す
る
市
民
が
安
全
か
つ
迅
速
に
接
種
す
る
た
め
に
何

が
必
要
な
の
か
。
保
育
士
、
教
職
員
な
ど
へ
の
接
種
加
速

化
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

③

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

３
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

①

県
立
柏
児
童
相
談
所
は
、
施
設
の
老
朽
化
も
激
し
く
、
一

時
保
護
施
設
に
お
け
る
定
員
超
過
が
常
態
化
し
て
い
る
が
、

本
市
へ
の
移
転
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

②

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

③

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

植
田
和
子
議
員

９
月
９
日
（
木
）
午
後
３
時
15
分
頃

１
、
地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

①

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
市
内
飲
食
店
の
経
営

は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
市
内
の
地
域
経
済
の
疲

弊
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

②

流
山
市
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
応
援
事
業
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
。
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
事

業
の
充
実
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

２
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
活
躍
社
会
の
実
現
に
つ
い

て
①

流
山
市
の
諸
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
加
に
つ
い
て

ア
、
諸
方
針
決
定
の
場
に
女
性
が
参
加
す
る
意
義
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

イ
、
女
性
の
参
加
が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
何
が
主
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
か
。
女
性
の
参
加
を
増
や
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
か
。
他

②

災
害
対
策
で
女
性
の
活
躍
の
場
を
増
や
す
努
力
は
重
ね
て

き
た
か
。

３
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て

①

流
山
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
目
標
と
課
題
に
つ
い
て

②

視
覚
障
害
者
等
が
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
影
響
を
受
け
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。
他

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

９
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時

１
、
廃
棄
物
処
理
行
政
に
つ
い
て

①

Ｒ
４
年
４
月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
が
施
行

さ
れ
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
減
ら
し
て
い
く
の
が

世
界
の
流
れ
で
あ
り
、
指
定
ゴ
ミ
袋
制
は
、
そ
の
流
れ
に

逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

②

10
月
か
ら
試
行
さ
れ
る
指
定
ゴ
ミ
袋
制
に
つ
い
て
、
十
分

な
市
民
へ
の
周
知
と
納
得
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
Ｒ
４
年

４
月
か
ら
の
本
格
実
施
に
お
い
て
大
量
の
ゴ
ミ
袋
が
未
回

収
と
な
り
か
ね
な
い
。
状
況
を
見
定
め
本
格
実
施
の
延
期

も
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
、
災
害
対
策
に
つ
い
て

①

政
府
の
審
議
会
が
昨
年
「
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
を
答
申
し
、
今
年
は
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
改

定
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
、
洪
水
対
策

を
ど
う
前
進
さ
せ
て
い
く
の
か
。

②

江
戸
川
が
は
ん
濫
し
た
場
合
、
南
部
地
域
一
帯
（
市
の
３

分
の
１
）
が
浸
水
区
域
と
な
る
。
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
の
ま

ち
」
を
念
頭
に
、
避
難
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
が
、
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
対
象

を
広
げ
る
な
ど
制
度
を
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
徴
収
に
つ
い
て
、
未
就
学
児
の

均
等
割
り
を
５
割
減
額
す
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
本
市

に
お
け
る
保
険
料
軽
減
効
果
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
市

独
自
の
軽
減
策
と
し
て
多
子
世
帯
（
３
子
以
上
）
の
均
等

割
り
を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

９
月
２
日
～
10
月
５
日

34
日
間

（
議
案
20
件
、
陳
情
８
件
、
意
見
書
７
件
他
）

９
月

２
日
（
木
）
本
会
議

午
前
10
時
開
議

７
日
（
火
）
～
10
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

13
日
（
月
）
総
務
委
員
会

14
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

15
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

16
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

21
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）
決
算
特
別
委
員
会

高
橋
あ
き
ら
議
員
が
担
当

10
月

５
日
（
火
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択


